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活動写真
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福井豪雨の時、現地視察の安倍総理に、河和田の災害状況の説明に同行している当時の写真
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篠山市の空き家を活用した丸山集落の取り組みを視察研修
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鯖江市「福祉フェア」
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講師・橋本大二郎氏「分権と地方議会改革」議員研修
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教育民生委員会教育推進事業を視察研修（鹿児島市）
	
Q  「幸福度の高い交流都市さばえ実現枠」の創設について、職員の創意・工夫による魅力ある事業提案とのことだが、私も「歴史的文化を大切に、地域産業・地域資源を活かしたまちづくり、若者が誇りとする、協働のまちづくり」を、市民の皆さんと共有し、活動を行ってきているところでありますが、どのように事業が、どのように期待出来るのか。
A　理事者　価値観の多様化する中、物の豊かさから心の豊かさを大切に、地域固有の資源を活かした事業展開で付加価値を、魅力を増してまちの魅力に活かし、全国に広く発信する。地域の活性化にもつながると思う。学生提案なども可能な限り来年度の予算に組み入れていきたい。

Q  事業を進める組織や体制づくりについては。

A　理事者　地域の固有の資源を活かすとなると、地域住民の方が主体となって実行委員会か協議会など、地域の体制作りも必要と考えている。役所の支援体制も部局を横断的に、場合によってはプロジェクトチームを立ち上げながら地域の皆さんと連携した支援体制を整える。
Q  地域を総合プロデュースする人材、組織体制も必要では

A　理事者　融和と協働のまちづくりの人材掘り起こしで、女性や若者も参加された多用な人材を活かしたまちづくり応援団の育成で5年、10年後に総合プロデュースできる人材となっていただけるようよう支援している。
Q　｢ものづくり｣のまちの後継者育成について、ものづくり博覧会場での学校案内ブースや説明コーナーも良かったが、後継者育成事業の評価は。

A　理事者　社会教育の一環として市内3中学の1年生を会場にお招きして、眼鏡、繊維、漆器、商業のブースをめぐり体験していただき、これまで知らなかったことを見聞きして、技術のすばらしさに驚いたり、誇りに思え、地域産業に非常に興味が持ってもらえた。事業者からも有意義な取り組みと評価していただいた。大学の紹介コーナーでは、電気自動車やロボットに興味を持っていただけ、学校紹介コーナーで、パンフレットが午前中でなくなるところもあるほど好調でした。
Q　ものづくり集積地として、市として職業系の高等学校など、県にどのように要望しているのか。

A　理事者　県の平成26年の丹南地区再編整備計画で、既存の職業系学科に、複数の異なる専門学科を併設する、とあり、県の動向を注視する。
Q　越前漆器の訓練校など考えていくことも必要ではないか。
A　理事者　越前漆器はきちんと分業されたところでの工程であり、山車の共同作業の中で後継者育成が図られた。今後の山車注文で、継続的な後継者育成の期待はあるが、今後とも県の産業支援センターからの講師派遣依頼なども踏まえながら慎重に進めたい。

Q　ものづくりの産地がものづくりとして生き残れるために、今後、強力な公的支援を要望します。

Q  空き家の有効活用について

A　理事者　空き家、古民家も含め、地域資源と位置づけ、空き家も個人の資産であり、活用については地域住民と協議をして進めたい。
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鯖江市議会議員木村愛子（市民創世会）
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　新春のお慶び申し上げます　� INCLUDEPICTURE "http://www.wanpug.com/illust/illust1295.png" \* MERGEFORMATINET ���


12月の衆議院議員の選挙で政権が変わりました。福井豪雨の時に、復旧現場の視察に入られた当時安倍自民党幹事長（町内の被害状況を説明して回る。お帰り際に握手できる）が、総理大臣に再登板。選挙の公約「日本を取り戻す」政策を次々と打ち出していただき、早期に地方も景気回復が感じられる年に、行財政改革稲田大臣の手腕発揮期にも期待です。


福島県相馬市に、12月23日24日、子どもたちに第2弾「絵本を届けよう」と伺いました。そこでお聞きしたことは、海も除染作業はまだまだ、タコと肉厚カレイしか漁獲できない、南相馬市では文庫活動をしていても、若い世代は放射能汚染からの避難で、まちに子どもがいないことなど大変な状況でした。


鯖江市においても、少子高齢化が顕著な地区があります。河和田地区は、特に平成16年の福井豪雨から減少に歯止めがかからない状況です。足元をしっかり見ながら、子どもたちの5年先10年先を考えて、地域住民や女性の皆さんのお声を大切に、すべての議会で提案型の質問をさせていただいてきています。


昨年の質問内容「環境保全活動」、「市民主役のまちづくり」「福祉行政」、｢男女共同参画社会｣「市内流域の豊富な水資源を活かしたピコ、小水力発電」、「安心安全な子どもの育つ環境」、「福島原発事故の検証を、知見を活かした安全安心な鯖江市の原発防災計画の早期策定」、「さばえ型都市農村交流の取り組みの拡充」、「子どもの文化振興」、｢いじめの無い社会｣、「庁舎耐震工事について」等々


今年も、女性も参加した「さばえのまちづくり」がんばります。


12月議会


　10月に、無投票にて3期目の鯖江市長に当選をされた牧野市長から、「公平、公正、清潔、無私」も政治姿勢を貫きながら、市民の目線、生活者の視点にたって、「人の魅力」や「ものづくりの魅力」、「自然、環境、風土の魅力」、「まちの魅力」を最大限に活かし、交流人口の増加を図り、これらを定住人口につなげ、「幸福度の高い交流都市鯖江」の実現を目指すとの所信表明が行われました。また、今議会に上程の補正予算案（3億5,190万円）など議案提案理由説明が初日にありました。


12月議会のみある代表質問は３会派から質問に立ち、市長、教育長、理事者の答弁が受け、一般質問では、10人の議員（木村の質問内容裏面に）が、市長、理事者の考えを質しました。そのあと各常任委員会が開催され、議案の審議が委員会ごとに慎重審議され、最終日12議案を可決し、2議案を承認しました。陳情1件は趣旨採択、請願1件を不採択としました。市固定資産評価委員会委員に、高田靖子氏選任を同意し、藤原宣章教育長が、4年の任期を終えて退任することを牧野市長から報告があり閉会しました。


教育長の後任は未定、その間、酒井教育委員会事務部長が職務代理者となる。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　











写真左から、鯖江市精神障がい児(者)福祉協会設立総会、高岡市整備新幹線現場視察、鯖江市連合婦人会文化祭 女性団体と連携のワークショップ、さばえっこ図書ボランティアネットワーク 研修会・講師脇明子氏、鯖江市12月本会議議場

















【２０１2年12月　定例議会での木村の一般質問～主な内容】　




















